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《業 種 別 総 括 》 

                            30年 5月 

〔漁 業〕 

・ 5月の総水揚げは､漁獲量は前年を下回り､漁獲金額は前年を上回った｡漁獲量では､カレイ､タ

コ､ツブ､タラ･スケソウ漁が減少､底曳き網､定置網漁が増加した｡漁獲金額では､カレイ､ツブ

漁が減少し､定置網､ウニ､ナマコ漁､昆布が増加した｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 新冠､新ひだか町では､2月5､6日の大雪で両町の農業用ビニールハウスの2割に当たる533棟が 

損壊する被害が出てから3ヵ月｡被災農家の多くはハウスの再建を進め､主力のピーマンやミニ

トマト作りに精を出している｡農業機関では次の冬に向けた準備も行われている｡ 

・ サラブレッドの競り市｢北海道市場｣(日高軽種馬農協主催)の幕開けとなる2歳馬トレーニング

セールが行われ､上場228頭のうち､151頭が売却された｡売却総額は前年を1億1,524万円下回る

11億6,985万円(税込み)となった｡ 

〔建設業〕 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は3億9百万円で､前年を1,800万円上回った｡ 

・日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は55億1,500万円で前年を8億9,300万円下回った｡ 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､14件で前年を4件上回った。 

〔卸・小売業・飲食業〕 

・ 新ひだか観光協会は､インターネット通信販売の運営会社｢ひとと｣(札幌)と連携し､みついし牛

ハンバーグや蜂蜜､農産加工品など｢新ひだか推奨品｣を中心とした地場産品を｢ひとと｣の専用サ

イトで販売する｡売上げの一部は､地域の事業を応援する活動資金などに役立てる計画で､地域貢

献にもつなげたいと考えている｡ 

〔観光・その他〕 

･ 第55回｢しずない桜まつり｣が5月1日～6日まで開かれ､後半雨模様の天候となり､前年より5万人

少ない10万3,831人の入込客数にとどまった｡ 

･ 第51回｢優駿の里浦河桜まつり｣が5月5日･6日に開かれ､両日とも雨模様だったが､満開の桜を一

目見ようと2日間で5,000人が訪れイベントを楽しんだ｡殻付ウニ限定販売が人気となっていた｡ 

･ ｢海の幸直売会deしょや～｣が5月12日桜の名所､庶野さくら公園で開かれ､前浜で漁獲された活

バフンウニや活ホッキ貝などが格安で販売され､400人以上の来場者で瞬く間に売切れていた｡ 

･ 第9回｢さまにウニまつり｣が5月20日に開かれ､エゾバフンウニ2,600袋等を格安販売した｡約2,500

人が訪れ､新鮮なウニや魚介類を網の上で焼き､海の味覚を堪能した｡ 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は前年に比べ､浦河地区は下回り、全道では上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は前年を下回った｡町発注工事は

前年を上回っている｡また､前月比では､国･道発注工事､町発注工事ともに増加している｡漁業は､

漁獲量が前年比減少、漁獲金額は前年比増加している｡昨年不漁だったサケマス漁が大幅に増

加している｡建設業､漁業は上向いてきているが､観光シーズンを迎えた各地域のイベントは悪

天候で観光客は大幅に減少｡ガソリン等の価格高騰が続き､個人消費の節約志向も窺え､地区内

景況は横這いの状況となっている｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ツブ､ホッキ、ウニ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き､春定置網漁等｡ 

      総漁獲量 2,112㌧・金額 9億9,600万円(前年同月比185㌧減・7,800万円増) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

カレイ漁…………… 203ｔ ･   30百万円 ( 同   331ｔ減 ・  58百万円減 ) 

タコ漁……………… 232ｔ ･  191百万円 ( 同      59ｔ減  ・   5百万円増 ) 

ツブ漁……………… 255ｔ ･   72百万円 ( 同      51ｔ減  ・  49百万円減 ) 

底曳き網漁………… 367ｔ ･   27百万円 (  同     223ｔ増 ・  16百万円増 ) 

ウニ漁……………… 

ナマコ漁…………… 

43ｔ ･  49百万円 

28ｔ ･ 136百万円 

( 同     14ｔ増  ・  23百万円増 ) 

 ( 同    4ｔ増 ・ 51百万円増 ) 

ホッキ漁…………… 

タラ・スケソウ漁… 

 昆布………………… 

 カニ漁……………… 

定置網漁…………… 

さけます流し網漁… 

113ｔ ･  43百万円 

8ｔ ･    1百万円 

129ｔ  ･  182百万円 

6ｔ ・  5百万円 

539ｔ ・ 191百万円 

32ｔ ・ 19百万円 

(  同    増減なし ・  9百万円減 ) 

 ( 同      37ｔ減 ・   1百万円減 ) 

( 同     9ｔ減  ・  28百万円増 ) 

( 同    3ｔ増 ・  2百万円増 ) 

( 同   124ｔ増 ・ 74百万円増 ) 

( 同    3ｔ減 ・    増減なし ) 

その他……………… 157ｔ ･   50百万円 (  同      63ｔ減 ・   4百万円減 ) 

 

・5月の総水揚は､漁獲量は前年を185㌧下回り､漁獲金額は7,800万円上回った｡漁獲量は､カレイ 

タコ､ツブ､タラ･スケソウ漁が減少､底曳き網､定置網漁が増加した｡漁獲金額は､カレイ､ツブ漁 

が減少、定置網､ウニ､ナマコ漁､昆布が増加した｡4月から始まったサケマス春定置網漁は､昨年 

は不漁となったが今年は好調で、漁獲量､漁獲金額ともに大幅な増加となっている｡ 

・日高管内の春のサケ･マス定置網漁が好調となっている｡最大の水揚げを誇るえりも町では､ト 

キシラズの水揚げ量が例年を大きく上回り浜は活気づいている｡えりも漁協は4月30日に始まり､ 

1日に200本以上とれる日が続き､5月20日現在で数量が前年同期比12.2倍の11㌧､金額は11.3倍 

の1,700万円となっている｡このほか､4月24日に始まった日高中央漁協(浦河)でも5月14日現在､ 

トキシラズ1㌧､マス類7㌧で､トキシラズは前年同期より2割ほど多い｡4月20日に始まったひだ 

か漁協(新ひだか)は例年並みの水揚げとなっている｡広尾漁協では21日､トキシラズ420匹が初 

水揚げされた｡広尾漁協では漁獲後すぐに血抜きをして鮮度を保つ｢船上活締め｣を行うため品 

質に定評がある｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

･ サラブレッドの競り市｢北海道市場｣(日高軽種馬農協主催)の幕開けとなる2歳馬トレーニングセ 

ールが22日､札幌競馬場で行われ､上場228頭のうち､151頭が売却され､売却総額は前年を1億1,524 

万円下回る11億6,985万円(税込)となった｡平成20年から過去最高を更新し続けていたが､10年ぶ 

りに前年を下回った｡最高額はバンブー牧場(浦河町)生産のブラックカシミール16で4,860万円｡ 

･ ＪＲＡ日高育成牧場は､6月1日を皮切りに10月31日まで無料の場内見学ツアーを実施する｡特別 

企画として｢体験乗馬｣や｢造鉄･装蹄実演｣なども楽しめる｡同牧場は総面積1,500㌶の敷地内にあ 

る広大な草原を利用したグラス馬場や坂路グラス馬場、世界でも類を見ない全長1千㍍の屋内直 

線馬場の調教施設があり､見学ツアーで業務の紹介や雄大な大自然を満喫できる｡ 

〔農 業〕 

 ･ しずない農協の選果場で静内産ミニトマト｢太陽の瞳｣の出荷が始まった｡昨年の生産販売額は過 

去最高の9億8,500万円となり､関係者はハウス被害の影響があるものの､昨年同様の順調な生産に 

期待をかけている｡｢太陽の瞳｣は農産物の主力品目で､糖度が高い高品質の｢キャロル10｣に品種を 

統一し､道内でもトップクラスの販売額となっている｡今年は2月の大雪でハウス倒壊被害(41戸･ 

250棟)を受けた影響から､前年より少ない､出荷額8億2,100万円を目標にしている｡ 

 ･ ひだか東農協(浦河)は､6月中旬から収穫が本格化する夏イチゴ｢すずあかね｣の出荷説明会を浦河 

町と様似町で開いた｡両町合わせた生産量､販売額はともに日本一で､同農協はさらにブランド力 

を高めたい考え｡両町の新規就農者が増え､今年は昨年より4戸多い40戸がビニールハウスでイチ 

ゴを栽培する｡作付面積は過去最高の7.3㌶で､生産量222㌧､販売額は初の4億円超を目指す｡すず 

あかねは､ケーキ用として東京や大阪などの青果卸5社に出荷される｡ 

〔花き栽培〕 

･ 5月の花き出荷実績は､31万 8千本､金額 3,473万円(前年 41万 6千本､4,527万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額は､55億1,500万円(北海道建設業信用保証㈱の保証 

請負金額)｡前年同月比8億9,300万円減少した｡ 

 

〔町発注工事・建築確認申請〕 
  工 事 件 数 金     額 （百万円） 

確認申請件数 
  土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 0 0 1 1 0 0 1 7 

浦 河 町 13 5 7 25 91 11 28 130 3 

様 似 町 7 3 0 10 14 7 0 21 1 

えりも町 2 2 4 8 3 11 28 42 0 

広 尾 町 2 3 5 10 8 55 52 115 3 

計 25 13 16 54 117 84 108 309 14 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は54件､3億900万円となった(前年同月21件､2億9,100

万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比件数で33件上回り､金額は1,800万円上回った｡ 

･ 月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 14件で､前年を 4件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が785㌧(前年926㌧)で前年比15.2％の減少｡ 

出荷金額は1,397万円(同1,633万円)で前年比14.5％減少｡ 

 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は建築業者からの注文で前年並みで推移している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・野菜類は､本州産主体となっている、地元産ではアスパラガスの出荷が増加､ピーマン､ミニ

トマトの出荷も始まってきた｡果物類は､本州産主体に例年並みの状況になっている｡浦河･様似

町では､夏イチゴ｢すずあかね｣の出荷準備に追われている｡ 

 

〔小売業・飲食業〕 

・新ひだか町ＪＲ静内駅近くに昨秋開業した飲食店街｢とねっこ屋台村｣は､唯一の店舗が1月末

に休業してから閉店状態が3ヵ月も続いている｡施設を所有する北海交通(札幌)は､駅周辺のに

ぎわい創出も狙った屋台村の火を消すわけにいかないと､直営店舗の経営に乗り出す構えを示

した｡現在､町内外の飲食関係者に出店を打診しているものの､ＪＲ日高線の不通から3年が経

過して静内駅周辺の衰退は著しく､交渉は進展していない｡同社は飲食店出店の呼び水にしよ

うと､屋台村で直営店舗を構えることにした｡直営店は和食店を検討している｡ 

 

〔観光・その他〕 

・ゴールデンウィーク期間中､日高地方では､好天に恵まれた前半は海産物を楽しむイベントが

盛況だった一方､後半に天気がぐずついた影響で､5月の花見イベントや屋外の観光スポットは

来場者が軒並み前年を下回った｡4月29日にえりも町で開かれた｢えりもうに祭り｣は､前年より

1,500人多い過去最高の7,500人が来場｡バフンウニは午前中で3千袋が完売した｡｢しずない桜ま

つり｣(1～6日)は集客が期待できる4連休中に雨や曇りが続き､来場者は前年比32.8％減の10万

3,831人となった｡浦河町の｢優駿の里浦河桜まつり｣(5､6日)も天候が悪く前年比2割減の5千人

の来場者となった｡ 

・５月の道内ガソリン価格は､2015年以来の高水準となった｡原油高の影響で燃料価格が高騰し､ 

 東胆振･日高地方の物流業者や漁業関係者が頭を悩ませている｡トラックに使う軽油や漁船の

燃料の重油はこの1年間で約2割高となった｡5月28日現在のレギュラーガソリン道内平均価格は

151.3円｡3週連続の値上がりで､5月1ヶ月間の上げ幅は5.5円となった｡燃料高は漁業への影響も

大きい｡日高中央漁協(浦河)によると､重油1㍑当たりの価格は昨年のより15円高い84.2円｡大型

漁船1回の出漁で重油を最大4千㍑使い､燃料代の負担は1回当たり6万円増える｡同漁協は｢1ヶ月

で20日間出漁する月もあり､負担は大きい｣と高騰がいつまで続くか懸念している｡ 

・春に旬を迎える日高沿岸の春ウニ人気が高まっている｡日高沿岸では､えりも､様似､浦河､新ひ

だか4町が3～5月にかけてエゾバフンウニを約20㌧前後(むき身)水揚げしている｡各町の飲食店

ではウニ丼､浦河､様似､えりも各町の桜まつりやウニまつりで殻付ウニが販売されている｡ 

 



５ 

 

〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月1件)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月2件)､負債総額は5千万円(同1億2千万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は27件(前年同月29件)､負債総額は24億4千万円(同44億5千万円)､倒産件数

は前月比11件増加､前年比2件の減少となった｡              （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は767件(前年同月802件)､負債総額は1,043億9千万円(同1,069億1千万円)｡ 

倒産件数は前月比117件増加､前年比で35件減少した｡ 

〔雇 用〕 

・ 5月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.53倍で前年比0.11ポイント下降､前月比では0.03ポイ

ント下降した。有効求人数は1,141人で前年比52人減少､前月比では58人減少した｡有効求職者

数は746人で前年比17人増加､前月比で25人減少した｡全道の月間有効求人倍率は1.07倍で前年

比0.06ポイント上昇した｡ 

 
 
 
 
管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 

  
  5／ 6   第23回 ＮＨＫマイルカップ                   （ＧⅠ） 
       ケイアイノーテック 号          (新冠町 隆栄牧場 殿生産） 
  
  5／ 6  第40回 新 潟 大 賞 典                   （ＧⅢ） 
       スズカデヴィアス 号           （浦河町  辻牧場 殿生産） 
  
    5／19  第25回 平安ステークス                     （ＧⅢ） 
       サンライズソア 号            （浦河町 富田牧場 殿生産） 
 
  5／26  第１回 葵ステークス                    （新設重賞） 
       ゴールドクイーン 号         (浦河町 浦河土肥牧場 殿生産） 
    
  5／27   第132回 目 黒 記 念                    （ＧⅡ） 
       ウインテンダネス 号          （新冠町 アサヒ牧場 殿生産） 
   
   
 
平成27年男女別平均寿命（厚生労働省公表） 

厚生労働省が公表した平成27年市町村別の平均寿命 
によると、1番の長寿は男女とも大樹町となり、男 
性が81.0歳、女性が87.2歳でいずれも全国平均を上 
回っている。全国平均と比較すると日高町の男性80.8 
歳と、浦河町の女性87.0歳が同じで、他は男女とも 
全国平均を下回っている。全国の市町村別平均寿命 
は、厚労省が平成12年から5年ごとに公表している。 
5年前の9町の平均寿命は男性が77～79歳だったが、 
今回は日高、平取、浦河、様似、広尾、大樹町で80 
歳代になり全町で寿命が延びた。一方、女性は日高、 
新冠、えりも、大樹の4町で5年前の公表数値より寿 
命が短くなっている。 
 

 

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

町   名 
男    性 女    性 

2015年 2010年 2015年 2010年 

日 高 町 80.8 79.6 86.3 86.6 
平 取 町 80.0 78.9 86.8 86.6 
新 冠 町 79.8 79.6 86.5 87.2 
新 ひ だ か 町 79.6 78.8 86.7 85.8 
浦 河 町 80.0 78.7 87.0 86.1 
様 似 町 80.2 77.4 86.8 86.2 
え り も 町 79.9 78.9 86.6 86.9 
広 尾 町 80.6 79.2 86.7 86.1 
大 樹 町 81.0 79.5 87.2 87.9 
全 道 80.3 79.2 86.8 86.3 
全 国 80.8 79.6 87.0 86.4 

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

 

《指  標》 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (平成30年5月現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,133 -95 3 2,595 -24 4 

日 高 町 12,051 -212 -3 6,250 -51 -1 

新 冠 町 5,602 -45 -2 2,765 12 1 

新 ひ だ か 町 22,823 -323 -24 11,805 39 14 

浦 河 町 12,492 -209 -5 6,787 -1 -88 

様 似 町 4,371 -95 1 2,219 -19 -1 

え り も 町 4,763 -95 0 2,132 -21 5 

日高地区合計 67,235 -1,074 -30 34,553 -65 -66 

広 尾 町 6,927 -151 7 3,400 -29 7 

大 樹 町 5,632 -63 -7 2,733 42 -3 

日高･十勝地区合計 79,794 -1,288 -30 40,686 -52 -62 

札 幌 市 1,965,889 3,825 546 951,713 10,165 876 

江 別 市 119,049 -7 -39 57,019 665 29 

石 狩 市 58,355 -384 -40 27,429 -19 -27 

北 広 島 市 58,740 -160 -14 27,518 281 48 

恵 庭 市 69,613 222 33 33,063 450 38 

千 歳 市 96,983 400 -10 49,171 664 4 

石狩地区合計 2,368,629 3,896 476 1,145,913 12,206 968 

苫 小 牧 市 171,769 -901 16 88,164 433 99 

厚 真 町 4,652 8 -5 2,175 35 3 

む か わ 町 8,319 -188 -3 4,308 -51 4 

胆振地区合計 184,740 -1,081 8 94,647 417 106 

営業区域合計 2,633,163 1,527 454 1,281,246 12,571 1,012 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(平成30年5月) 

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,141 93,290 -52 2,617 -58 -257 

月間有効求職者数 746 87,327 17 -2,122 -25 -392 

月間有効求人倍率 1.53 1.07 -0.11 0.06 -0.03 0.00 

(資料出所:浦河公共職業安定所) 

 

 

３ 建築確認申請(平成30年5月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 14 4 -7 

(新ひだか町～広尾町) 30/4～30/5 累計 35 13  

(資料出所:各市町村) 

  



７ 

 

 

 
４ 企業倒産状況(平成30年5月)  
                                        （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 5 -1 -7 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 -1 -3 
北 海 道 27 242 -2 -203   
全   国 767 10,439 -35 -252   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(平成30年5月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

138,134 3.00 -1.20 49,506 2.97 -0.44 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 30年5月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 315 -2.78 24.02 

交換金額 404 19.88 20.60 

不渡り手形枚数 0 -100.00 － 

不渡り手形金額 0 -100.00 － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

   

5月中の気象状況                             (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 9.9 93.5 163.0 0.6 77.1 86.1 

広   尾 10.4 144.0 172.7 1.1 89.3 98.3 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(平成30年5月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 95,287 -8.6 43,380 -2.8 138,667 -6.9 

新ひだか町三石 16,844 -1.0 10,459 -0.9 27,303 -1.0 

浦 河 町 57,702 -1.3 25,210 -3.7 82,912 -2.0 

様 似 町 23,571 2.3 11,486 13.0 35,057 5.5 

え り も 町 23,573 -2.3 9,699 -7.7 33,272 -3.9 

広 尾 町 32,024 -2.8 14,149 -0.1 46,173 -2.0 

＊ 広尾町は30年4月分                              (資料出所：各町) 

 



８ 

 

                   日高振興局からのお知らせ 

 

●『少年の主張』日高地区大会 
～各町を代表する中学生たちが集まり、自分達の思いを熱く語ります。～ 

 少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環境が大きく変化する現代社会

にあって、次代を担う少年には、心身ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立して

いける、健やかな成長が求められています。 

 そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理的に考える力や自ら

の主張を正しく理解してもらう力などを身につけることが大切であるとされていることから、少

年が社会に向けての意見、未来への希望などを発表できる機会を設け、少年の健全育成及び非行

防止に対する道民の理解を深める契機となることを目的として開催します。 

 

・日時：平成３０年７月７日(土)１４:００～ 

・場所：北海道日高合同庁舎 ４階 講堂 

※ どなたでも、ご自由にお入りいただけます。 

□ お問い合わせ先 

北海道日高振興局保健環境部環境生活課 

道民生活係（電話：0146-22-9251） 

 

 

 

●日高地区飲酒運転根絶の日決起大会 
 ７月１３日の「飲酒運転根絶の日」を広く道民に周知するとともに、道民一人ひとりに飲酒運

転の根絶に向けて「飲酒運転をしない、させない、許さない」という規範意識の醸成を図るため、

「日高地区飲酒運転根絶の日決起大会」を開催します。 

 今年で３回目を迎え、講師に北海道交通事故被害者の会の高石洋子さんをお招きして、「悲劇

をなくすために」と題して、飲酒・ひき逃げでお子さんを亡くした辛い体験を乗り越え、飲酒の

発覚を免れる目的で逃走する「逃げ得」を無くすため、全国の飲酒運転による被害者家族ととも

に制度改正に向けた活動を行い、新法成立に結び付けたご自身の経験を通して、悲惨な結果を招

く飲酒運転についてお話しいただきます。 

皆様のご来場お待ちしております。 

 

・日時：平成３０年７月１３日(金)１３:３０～ 

・場所：浦河町総合文化会館 ３階 ふれあいホール 

□参加申込・お問い合わせ先 

北海道日高振興局保健環境部環境生活課内 

日高地区交通安全推進協議会（電話：０１４６-２２-９２５５） 

 

 

 

飲酒運転根絶ﾛｺﾞﾏｰｸ 

毎月第3日曜日は 

道民家庭の日 



９ 

 

 

 

※ 「東日本大震災」の義援金の取扱が延長されました！ 

 
◎ 

  
取扱期間 

 
： 平成３１年３月２９日(金）まで 

◎  寄 付 先  ： 日本赤十字社を通じて被災者の方々に配分されます。 
◎  手 数 料  ： 無  料 

◎ 
 

受 取 書 
 ： 受取書の必要な方は後日、日本赤十字社から直接ご依頼
人に送付されます。 

 

※ 浦河町内で住宅新築・リフォームをお考えの方へお知らせ。 

住宅ローン『特別優遇金利』取扱開始！！ 

●子育て世帯の「住宅新築・リフォーム」を特別優遇金利で応援します！ 

●通常の優遇金利とは別に.０．１０％の特別優遇 

●特別優遇金利適用対象者 

  「浦河町住宅新築リフォーム等支援補助金」の交付対象者の方に、特別優遇金 

利で支援します。 

※ただし、子育て世帯に該当する場合の補助金交付対象世帯とします。 

●特別優遇金利の適用期間 

 《住宅ローン》 

   固定金利特約型を選択の場合、選択した固定金利特約期間（３年・５年・１０ 

年のいずれか）の間とします。 

   《リフォーム・無担保住宅ローン・フリーローン》 

     選択した返済期間の間とします。 
※ 別途、保証会社（一般社団法人しんきん保証基金）へお支払する保証料が必要となります。 
※ 優遇金利の適用条件や商品内容については、お近くの当金庫窓口へお気軽にご相談ください。 

 

※ ひだかしんきんフリーローン『アクア』！ 

 
お使いみち 自由（但し、事業性資金を除く） 

ご融資金額 １０万円以上８００万円以内 ※専業主婦の方は５０万円以内 

ご融資期間 ６ヵ月以上１０年以内（１ヵ月単位） 

ご融資利率 年3.5％、年5.5％、年7.5％、年9.5％、年11.5％、年13.5％のいずれか 

連帯保証人 原則不要です ※オリックス・クレジットの保証が受けられる方 

※ 審査の結果、ご希望に添えないこともございます。予めご了承ください。 
※ パソコン・スマートフォンからも２４時間受け付けております。 
※ 詳しくは、窓口または担当の営業係りにおたずねください。 

※ 詳しくは、当金庫窓口にお尋ねください。



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西1丁目83の59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町1丁目1の15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町197の23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通2丁目35の2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町170の1        ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通8丁目7の1       ☎（01558）2-3161 

            札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北4条西5丁目1―4      ☎（011）200-7070 

 

ATM営業時間 平日8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」のATMが設置されております。 

土曜日ATM稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日ATM営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日ATM稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日ATM営業時間 9：00～17：00 

 

店外ATM 

浦河町役場内ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～16：00 

浦河赤十字病院内ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外ATM営業時間 平日9：00～18：00 

パセオ堺町店内ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日･土曜･日曜・祝日9：00～19：00  

マックスバリュ静内店内ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外ATM営業時間 平日・土曜･日曜・祝日9：00～19：00 

※店外ATMは、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

  

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通2丁目31の2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

三井生命札幌共同ビル4階 

 


